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残された問題: 新たな疑問
なぜ用法空間の包含関係は，A でも B でもなく Cなのか?

これは自明な事実ではなく，説明が必要

今後の課題
1. 「襲う」「襲われる」の用法でカ
バーされていない用法を記述する<被
害 (の原因)の発生> のオントロジーの
構築
2. 構築された妥当性の<被害 (の原因)

の発生> の検証
3. Formal Concept Analsyis (FCA) 
(Ganter, et al 2005) を使った記述の緻密
化
4. 「犠牲者」や「被害者」が体系的に
翻訳されない事例がある．このような
事例の分析は，被害の概念化の日英差
文化差の調査につながるだろう [時間
があればやってみたい]

harm-causations の FCA

事例コーディングのサンプル
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